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介護食 
〜超高齢社会の進展に備える食の研究〜 

新潟大学 地域連携フードサイエンスセンター 教授 井上 誠 （医歯学系 歯学部） 

 
 
 炭酸がもたらす嚥下機能への
促進効果 

• アサヒホールディングス㈱との 
  共同研究 

 
 
 
 

 
 

 咽頭電気刺激が高次脳に与え
る長期効果 

• ㈱テクノリンクとの共同研究 

高齢者の医療費増大 

誤嚥性肺炎による死亡数増加 

食は私たちのQOLを支える柱 

高齢者の健康と食を支える３本の矢 

 

 

 「にいがた摂食嚥下障害サ
ポート研究会」 設立 

• 県内外10社が結集 
• 新潟大学病院内に介護食・食器
具展示コーナーを設置して患者
サポートを後押し 

• 定例の講演会，研修会を実施 
 

 

 

 

 

 「食品ラボ」 完成 
• 歯学部内に介護食開発を目指し
た新たなラボを設置 

• 産学連携の 
 プラットフ 
 ォームを目 
 指す 

 
 
 誤嚥しにくい粥食 
• 亀田製菓㈱との共同開発 

 
 
 
 
 

 食思を上げる旨味ゼリー 
• ホリカフーズ㈱との共同開発 

 
 
 
 

 舌ブラシの開発 
• ㈱四季園との共同開発 

 
 

 

摂食機能の理解を深める 
共同研究推進 

食品関連企業と共同での 
地域医療貢献 

新たな介護食・食器具・ 
口腔ケア用品の開発 
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炭酸水刺激は嚥下
反射を有意に高め
る（縦軸は嚥下反
射誘発までの潜
時，横軸は炭酸水
刺激後の時間経
過） 
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10分間の咽頭電気

刺激は随意嚥下回
数を有意に増加さ
せる（縦軸は嚥下
回数，横軸は記録
日） 

● 農学系・工学系との異分野融合型先端研究を加速する。 

● 教育系・福祉系と協同して食育・食支援を通して社会貢献を推進する。 

超高齢社会日本（高齢者率26％） 


